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張  

玉

湖
南
省
に
は
多
く
の
観
光
地
が

あ
り
、
そ
の
中
で
も
特
に
有
名

な
の
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
張
家
界
武
陵
源
と
世
界
で
も

珍
し
い
大
規
模
な
丹
霞
地
形
区

崀
山
で
す
。
鳳
凰
古
城
も
人
気

の
観
光
地
で
、
古
い
町
並
み
や

伝
統
的
な
建
築
物
が
保
存
さ
れ

て
お
り
、
歴
史
と
文
化
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

世
界
的
に
有
名
な
文
物
が
出
土

し
た
馬
王
堆
漢
墓
や
、
古
代
か

ら
の
学
問
の
中
心
地
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
岳
麓
学
院
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

張家界武陵源風景区

岳麓書院

湖
南
省
は
中
国
の
中
南
部
に
位
置
し
、

古
代
か
ら
人
類
が
住
み
着
い
て
い
た

地
域
で
、
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
が
多

く
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
春
秋
戦
国

時
代
に
は
楚
の
一
部
で
し
た
。
屈
原

を
代
表
と
す
る
荊
楚
文
化
と
孔
子
を

代
表
と
す
る
儒
家
文
化
が
互
い
に
衝

突
し
な
が
ら
相
互
作
用
を
重
ね
て
い

き
、
湖
南
文
化
特
有
の
風
格
が
形
成

さ
れ
ま
し
た
。
数
千
年
に
渡
っ
て
、

愛
国
と
忧
民
の
思
想
に
影
響
さ
れ
、

中
原
文
化
に
洗
練
さ
れ
、
代
々
の
誌

士
た
ち
を
育
て
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
年
の
４
月
に
、
中
国
の

湖
南
省
か
ら
き
ま
し
た
、
名
探
偵
コ
ナ
ン
で
は
な
く
、

新
し
い
国
際
交
流
員
の
張 

玉
と
申
し
ま
す
！

中
国
の
歴
史
や
文
化
、
グ
ル
メ
、
最
新
ト
レ
ン
ド
な

ど
を
中
心
に
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
霧
島
市
の

皆
さ
ん
と
中
国
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
、
中
国
語

で
交
流
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

日
本
に
つ
い
て
も
興
味
津
々
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
は

霧
島
市
及
び
日
本
の
魅
力
を
発
掘
し
な
が
ら
、
交
流

活
動
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

こ
な
ん
し
ょ
う

ち
ょ
う
ぎ
ょ
く

湖
南
省
に
つ
い
て

有
名
な
観
光
地

ー
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湖
南
省
は
多
く
の
著
名
な
歴
史
人
物
を
輩
出
し
ま
し
た
。
後

漢
時
代
の
製
紙
技
術
発
明
家 

蔡 

倫
、
明
末
清
初
の
思
想
家

・
哲
学
家 

王 

夫
之
、
清
代
末
期
の
政
治
家 

曽 

国
藩 

な
ど

が
有
名
で
す
。
そ
し
て
、
最
も
有
名
な
の
は
、
毛 

沢
東 

で

あ
り
、
中
国
共
産
党
の
創
設
者
の
一
人
で
、
中
国
の
近
代
史

に
お
い
て
最
も
影
響
力
の
あ
る
人
物
の
一
人
で
す
。
ま
た
、

劉 

少
奇 

や 

彭 

徳
懐 

な
ど
、
そ
の
他
の
著
名
な
政
治
家
や

軍
人
も
湖
南
省
出
身
で
す
。
ま
た
、
戦
国
時
代
の
楚
国
出
身

の
偉
大
な
ロ
マ
ン
主
義
詩
人 

屈 

原 

が
入
水
自
殺
し
た
場
所

は
、
湖
南
省
に
位
置
す
る
汨
羅
江
で
し
た
。

湖
南
料
理
は
湘
菜
と
称
さ
れ
、
中

国
の
八
大
料
理
の
一
つ
で
す
。
そ

の
激
辛
の
味
付
け
で
中
国
全
土
に

愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
代
表
的
な
料

理
に
は
辛
味
の
強
い
ト
ウ
ガ
ラ
シ

が
入
っ
て
い
る
剁
椒
魚
頭
や
、
豆

腐
を
発
酵
さ
せ
て
作
っ
た
臭
み
の

あ
る
臭
豆
腐
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
料
理
は
唐
辛
子
や
ニ
ン

ニ
ク
を
多
用
し
、
強
い
味
付
け
が

特
徴
で
す
。
湖
南
省
の
料
理
は
新

鮮
な
魚
や
野
菜
な
ど
、
地
元
の
食

材
を
活
か
し
た
料
理
が
多
い
で
す
。
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